
平成27年7月19日（日）大川２50㍍特設コース
大阪・天満橋　八軒家浜前

　

日
本
三
大
祭
と
し
て
知
ら
れ
、
千
余
年
も
の
長
き
に

わ
た
り
浪
速
っ
子
に
崇
敬
さ
れ
て
き
た
天
神
祭
。
そ
の

起
源
は
天
暦
５
（
９
５
１
）
年
、
天
満
宮
御
鎮
座
の

翌
々
年
に
、
神
鉾
を
流
す
神
事
が
行
わ
れ
た
際
、
天
神

様
を
奉
じ
る
地
元
の
民
が
船
を
仕
立
て
、
出
迎
え
た
こ

と
に
よ
る
と
伝
え
る
。

　

７
月
24
日
の
「
宵
宮
」
で
は
、
早
朝
か
ら
宵
宮
祭
、

鉾
流
神
事
、
催
太
鼓
な
ど
が
、
25
日
の
「
本
宮
」
で
は
、

本
宮
祭
、
神
霊
移
御
祭
、
陸
渡
御
、
船
渡
御
、
奉
納
花
火
な
ど
が
行
わ
れ
、
浪
速
の
夏
を
熱
狂
の
渦
に
巻

き
込
む
。
な
か
で
も
、
24
日
の
陸
渡
御
と
、
25
日
の
船
渡
御
は
圧
巻
。

　

色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
総
勢
３
千
余
人
が
、
勇
壮
な
催
太
鼓
に
導
か
れ
、
浪
速
の
町
を
練
り

歩
く
陸
渡
御
は
、
ま
さ
に
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
。
ま
た
、
大
小
約
１
０
０
艘
の
船
が
か
が
り
火
を
か
か
げ
て

大
川
を
行
き
交
い
「
打
ー
ち
ま
し
ょ
っ
！
」
と
、
大
阪
締
め
の
あ
い
さ
つ
で
す
れ
ち
が
う
船
渡
御
は
、
浪

速
の
生
き
た
伝
統
そ
の
も
の
。

　

そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
夏
の
夜
空
を
光
で
染
め
る
５
千
発
の
花
火
。
天
神
様
に
ち
な
む
オ
リ
ジ

ナ
ル
花
火
「
紅
梅
」
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
あ
な
た
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
。

　

本
大
会
は
、
天
神
様
の
ご
縁
を
得
て
、
天
神
祭
奉
納
大
会
と
し
て
昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
に
第
１
回

を
開
催
。
今
年
で
27
回
目
を
迎
え
る
。

大会スケジュール

全34レース

13時48分
15時36分
15時48分
16時24分
16時48分

◆競技開始

◆開会式

◆閉会式

大阪・八軒家浜

大阪・八軒家浜

9時～

8時20分～

17時10分～（予定）

決勝
（予定）

【主催】天神祭渡御行事保存協賛会、一般社団法人日本ドラゴンボート協会、サンケイスポーツ、産経新聞社
【後援】文部科学省、大阪府、大阪府教育委員会、大阪市、大阪市教育委員会、関西河川スポーツ振興協会、夕刊フジ、フジサンケイ ビジネスアイ、ラジオ大阪、FM802
【主管】一般社団法人日本ドラゴンボート協会、大阪府ドラゴンボート協会
【協賛】レンゴー
【協力】大阪水上安全協会、丸高渡船、広瀬産業海運、明生病院、大阪硝子、学校法人福田学園大阪工業技術専門学校校友会、ニチレク、サラヤ、ウイズコーポレーション

（天満橋～天神橋）

Ａ
Ｄ
Ｂ
Ｆ
ア
ジ
ア
選
手
権
代
表
選
考
に
つ
い
て

　

今
年
の
大
会
に
は
、
二
つ
の

大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
あ
る
。

　

一
つ
は
、
世
界
最
強
ク
ラ
ス
の
強
豪
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
現
役
軍
人
チ
ー
ム
「
サ
ル
ー
ト
（
敬

礼
）
」
の
初
参
戦
。
世
界
各
地
の
大
会
で
常
に
上
位
を
占
め
昨
年
、
中
国
・
福
州
市
で
開
か
れ
た

「
第
１
回
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
で
も
優
勝
を
果
た
し
て
い
る
。

　

本
大
会
で
は
オ
ー
プ
ン
の
部
に
エ
ン
ト
リ
ー
。
８
連
覇
を
前
に
「
今
年
も
勝
っ
て
感
謝
、
負
け
て

悔
い
な
し
の
『
や
り
き
る
』
練
習
を
つ
ん
で
き
た
」
と
い
う
「
磯
風
漕
友
会
」
と
、
「
磯
風
の
８
連

覇
を
阻
止
す
る
の
は
自
分
た
ち
」
と
闘
志
を
燃
や
す
「
ｂ
ｐ
」
と
の
戦
い
に
、
サ
ル
ー
ト
の
参
戦
が

ど
ん
な
波
乱
を
起
こ
す
の
か
―
―
決
勝
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
ま
で
、
目
が
離
せ
な
い
。

　

二
つ
目
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
10
人
漕
ぎ
の
「
ス
モ
ー
ル
」
の
部
の
新
設
だ
。

　

20
人
の
漕
ぎ
手
が
必
要
な
通
常
の
レ
ー
ス
で
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
チ
ー
ム
も
参
加
で
き
る
種
目
。

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の
さ
ら
な
る
普
及
を
担
う
。

　

ス
モ
ー
ル
の
部
に
参
加
す
る
「
チ
ー
ム
☆
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
」
の
御
正
和
伸
監
督
は
、
「
今
回
は
関

西
へ
の
初
遠
征
。
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
人
口
を
増
や
す
力
に
な
り
た
い
」
と

話
し
、
同
じ
く
関
東
か
ら
参
加
の
「
Ｇ 

Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
ｓ
」
の
倉
智
ジ
ョ
セ
フ
監
督
も
「
『
大
阪
は
楽

し
い
！
』
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
先
輩
チ
ー
ム
と
い
っ
ぱ
い
交
流
し
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
る
。

　

ス
モ
ー
ル
の
部
に
は
、
香
港
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
フ
ロ
ー
デ
ン
バ
ー
グ
＆
ヴ
ィ
レ
ー
ネ 

ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
」
も
参
戦
す
る
。
ド
イ
ツ
の
老
舗
繊
維
メ
ー
カ
ー
の
男
性
社
員
を
中
心

に
香
港
、
中
国
、
ス
イ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
な
ど
多
彩
な
国
籍
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
、
国
際
派
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
優
勝
を
ね
ら
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
混
合
の
部
の
「
関
西
龍
舟
シ
ン
バ
」
「
Ｉ
Ｎ
Ｏ-

Ｇ
」
、
女
子
の
部
の
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ 

Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
」
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
河
童
」
「
桃
色
吐
息
」
、
シ
ニ
ア
の
部
の
「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」
な
ど
、
お
な
じ
み
の
チ
ー
ム
も
顔
を
そ
ろ
え
る
。
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
戦
い
が

い
ま
、
始
ま
る
。

　

本
大
会
（
日
本
選
手
権
）
は
、
ア
ジ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
連
盟
（
Ａ
Ｄ
Ｂ

Ｆ
）
が
来
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
デ
レ
ー
ド
で
開
催
す
る
「
第
12
回
Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｆ
ア
ジ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
選
手
権
」
の
最
終
代
表
選
考
会
を
兼
ね
て
い
る
。

　

代
表
選
考
は
ポ
イ
ン
ト
制
を
採
用
。
最
終
代
表
選
考
の
対
象
と
な
る
の
は
、

第
１
次
選
考
会
（
５
月
17
日
、
東
京
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
）
ま
た
は
、
第
２

次
選
考
会
（
６
月
21
日
、
堺
泉
北
港
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
）
の
い
ず
れ
か
に

出
場
し
た
Ａ
団
体
登
録
チ
ー
ム
。

　

本
大
会
で
加
算
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
１
位
＝
12
・
５
点
、
２
位
＝
５
点
、

３
位
＝
２
点
。
第
１
次
、
第
２
次
選
考
会
の
獲
得
ポ
イ
ン
ト
に
、
本
大
会
で
の

ポ
イ
ン
ト
を
加
え
た
合
計
ポ
イ
ン
ト
の
最
上
位
チ
ー
ム
が
日
本
代
表
に
内
定
す
る
。

　

な
お
、
複
数
の
チ
ー
ム
の
合
計
ポ
イ
ン
ト
が
同
一
の
場
合
は
、
本
大
会
で
の

成
績
上
位
チ
ー
ム
を
優
先
す
る
。
代
表
チ
ー
ム
は
、
日
本
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
協

会
理
事
会
が
最
終
決
定
し
、
大
会
終
了
後
に
発
表
さ
れ
る
。

　

第
１
次
、
第
２
次
選
考
会
ま
で
の
各
Ａ
団
体
登
録
チ
ー
ム
の
獲
得
ポ
イ
ン
ト

は
別
掲
の
通
り
。

日
本
三
大
祭
「
天
神
祭
」
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磯風漕友会

関西龍舟シンバ

東京龍舟

TEAM河童

FUJIYAMA ALL STARS

オープン

混合

女子

シニア

堺泉北港
大会

東京
大会

合計
ポイント

出場選考大会
チーム名

（最終選考会対象チーム）種目

2015

磯風漕友会の8連覇なるか（昨年の大会より）

世界的強豪、フィリピンの現役軍人チーム「サルート」

第12回ＡＤＢＦアジアドラゴンボート選手権最終代表選考会

天神祭奉納

スモール
シ ニ ア
女 子
混 合
オープン

　

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の
聖
地
、
大
阪
・

大
川
に
今
年
も
龍
頭
を
い
た
だ
く
美
し

い
舟
が
帰
っ
て
き
た
。
天
満
橋
か
ら
天

神
橋
ま
で
２
５
０
㍍
の
特
設
コ
ー
ス
。

オ
ー
プ
ン
、
混
合
、
女
子
、
シ
ニ
ア
、

そ
し
て
新
設
の
ス
モ
ー
ル
の
５
部
門
で
、

今
年
も
名
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
力
の
限
り
を
尽
く
し
、
仲

間
と
力
を
一
つ
に
す
る
喜
び
を
知
る
瞬

間
―
―
そ
れ
こ
そ
が
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー

ト
の
醍
醐
味
だ
。

※チーム名は当時歴代優勝チーム

1988年
1989年
1990年
1991年
1992年
1993年
1994年
1995年
1996年
1997年
1998年
1999年

神南
津奈木海龍
神南

神南
坊勢酔龍会
坊勢酔龍会
カブトムシ
津奈木海龍

チームSEIRYU久美浜
横浜サーフベイザーズ
舞浜河探険隊

̶
̶
̶

陸YOUNGS
ビバ！ぷよぷよビバビバ！
香港ジャパニーズドラゴン
陸YOUNGS
陸ペーロンチーム
陸ペーロンチーム
かぶとむしさんX
陸ペーロンチーム

̶
̶
̶

水精会
 武庫川女子大
武庫川女子大学カヌー部
武庫川女子大学カヌー部
武庫川女子大学カヌー部
武庫川女子大学カヌー部
武庫川女子大学カヌー部
 ピンクゴリラーズ

̶
̶
̶

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

開催せず

年 オープン選手権 混合選手権 女子選手権 シニア選手権

2000年
2001年
2002年
2003年
2004年
2005年
2006年
2007年
2008年
2009年
2010年
2011年
2012年
2013年
2014年

舞浜河探険隊
サーフベイザーズ
横浜サーフベイザーズ
舞浜河探険隊
大正大学碧水会カヌー部
横浜サーフベイザーズ
横浜サーフベイザーズ
THAILAND TEAM
磯風漕友会

相生ペーロン 磯風漕友会
相生ペーロン 磯風漕友会
磯風漕友会
磯風漕友会
磯風漕友会
磯風漕友会

陸ペーロンチーム
東京龍舟

陸ペーロンチーム
陸ペーロンチーム
陸ペーロンチーム
陸ペーロンチーム
東京龍舟
東京龍舟
東京龍舟

関西龍舟シンバ
関西龍舟シンバ
Torrid Storm
Torrid Storm
ＩＮＯーＧ
ＩＮＯーＧ

武庫川女子大学カヌー部
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN
 TEAM河童
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN
 SUPER DOLPHIN

̶
̶
̶
̶
̶

東京ドラゴン・マスターズ
東京ドラゴン・マスターズ
東京ドラゴンマスターズ
東京ドラゴンマスターズ
東京ドラゴンマスターズ
関西龍舟 ムファサ
関西龍舟 ムファサ
関西龍舟 ムファサ
東京龍舟マスターズ
FUJIYAMA ALL STARS

年 オープン選手権 混合選手権 女子選手権 シニア選手権



　

天
神
祭
奉
納「
２
０
１
５
日
本
国
際
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
選
手
権
大
会
」が
今
年
も
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

国
内
初
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
と
し
て
、本

大
会
が
１
９
８
８
年
に
開
催
さ
れ
て
以
来
、四
半

世
紀
に
わ
た
り
、大
阪
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
、

ま
た
天
神
祭
斎
行
に
際
し
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
奉
納
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
、親
し
ま
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、「
第
12
回
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
」

最
終
代
表
選
考
会
も
兼
ね
た
今
大
会
は
、例
年

に
も
増
し
て
、白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
今
回
か
ら
、従
来
の
20
人
の
漕
ぎ
手
に
よ

る
種
目
に
加
え
、10
人
の
漕
ぎ
手
で
競
う「
ス
モ
ー

ル
選
手
権
」が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。こ

の
参
加
し
や
す
い
新
種
目
を
き
っ
か
け
に
、国
内

外
の
幅
広
い
層
が
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
へ
の
関
心
を

高
め
、大
阪
の
水
辺
に
よ
り
一
層
の
躍
動
感
と
賑

わ
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

大
阪
を
訪
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
が
急
増

す
る
な
か
、日
本
三
大
祭
の
一
つ
で
あ
る「
天
神

祭
」は
も
と
よ
り
、そ
の
奉
納
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

そ
し
て
国
際
文
化
交
流
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、ご
尽
力

賜
り
ま
し
た
ご
関
係
の
皆
様
方
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、本
大
会
の
さ
ら
な
る
発
展

と
、参
加
選
手
の
皆
様
の
ご
健
闘
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

日
本
三
大
祭
の
一
つ
天
神
祭
に
奉
納
す
る
「
２

０
１
５
日
本
国
際
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
選
手
権
大

会
」
が
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、
天
神
祭
は
浪
速
っ
子
の
心

意
気
に
支
え
ら
れ
、
１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史

と
伝
統
を
継
承
し
て
今
に
至
り
ま
す
。
中
で
も

船
渡
御
の
荘
厳
さ
は
、「
水
都
大
阪
」
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
火
と
水
の
祭
典
と
し
て
、
毎
年
多
く

の
人
々
を
魅
了
し
て
参
り
ま
し
た
。
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
大
会
は
、
１
９
８
８
年
か
ら
天
神
祭
の
奉

納
催
事
と
し
て
加
わ
り
、
以
来
27
年
を
か
け
て
、

今
や
天
神
祭
が
最
高
潮
を
迎
え
る
24
日
の
宵

宮
、
25
日
の
本
宮
へ
と
熱
気
を
伝
え
る
水
辺
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
夏
の
風
物
詩
」
の
一
つ
と
な
っ

た
こ
と
は
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
ご
出
場
の
皆
さ
ま
が
レ
ー
ス
を
行
う
こ
の

大
川
は
、
天
神
祭
の
起
源
と
も
言
わ
れ
る
船
渡

御
を
斎
行
す
る
に
は
欠
か
せ
な
い
舞
台
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
開
か
れ
る
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

大
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
日
も
大
阪
天
満

宮
の
お
祓
い
を
受
け
た
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
艇
が

〝
日
本
一
〞
に
向
け
て
白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
繰
り

広
げ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
出
場
の
皆
さ
ま

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
安
全
に
そ
し
て
楽
し
く
こ
の

奉
納
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
天
神
祭
同
様
、
日

本
国
際
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
選
手
権
大
会
が
大
い
に

盛
り
上
が
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

天
神
祭
奉
納「
２
０
１
５
日
本
国
際
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
選
手
権
大
会
が
、今
年
も
海
外
、全
国
か

ら
多
く
の
選
手
が
集
っ
て
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、今
回
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
陸
軍
チ
ー
ム
を

お
迎
え
し
ま
す
が
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム

に
、日
本
の
各
チ
ー
ム
が
ど
れ
く
ら
い
通
用
す
る
の

か
、実
力
が
発
揮
で
き
る
の
か
大
変
興
味
深
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、今
年
か
ら
新
設
の
ス
モ

ー
ル
の
部
に
も
香
港
か
ら
企
業
チ
ー
ム
が
参
加
さ

れ
ま
す
の
で
、各
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
交
流
を

深
め
て
いっ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、海
外
の
大
会
に
目
を
向
け
ま
す
と
、今

年
は
カ
ナ
ダ
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
で
第
12
回
世
界
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ト
選
手
権
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
は
、昨
年
の
日
本
選
手
権
で
の
実

績
を
踏
ま
え
て
、オ
ー
プ
ン
代
表
と
し
て
大
阪
か

ら「
b
p
」、混
合
代
表
と
し
て
兵
庫
県
の「
関
西

龍
舟
」
、
シ
ニ
ア
代
表
と
し
て
東
京
の

「
F
U
J
I
Y
A
M
A 

A
L
L 

S
T
A
R
S
」が

そ
れ
ぞ
れ
出
場
さ
れ
ま
す
。参
加
選
手
は
、普
段

の
実
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、大
会

に
参
加
さ
れ
な
い
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
も
大
き
な
声

援
を
送
っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、こ
の
世
界
選
手
権

以
外
に
も
、ア
ジ
ア
や
世
界
各
地
で
小
規
模
の
地

域
の
大
会
が
数
多
く
開
催
さ
れ
ま
す
が
、各
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、交
流
や
チ
ー
ム

強
化
を
含
め
て
積
極
的
に
海
外
の
大
会
に
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
、日
本
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の
一
番
を

決
定
す
る
大
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、参
加
の
選
手

の
皆
様
は
、安
全
で
楽
し
ん
で
、そ
し
て
何
よ
り
も

事
故
の
無
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、主
催
の
天
神
祭
渡
御

行
事
保
存
協
賛
会
様
、サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
様
、ご

協
賛
の
レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社
様
、そ
の
ほ
か
関
係

各
位
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
、私
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
も
大
阪
の
夏
の
風
物
詩
、天
神
祭
が
華

や
か
に
開
か
れ
ま
す
。そ
の
天
神
祭
に
奉
納
す
る

「
２
０
１
５
日
本
国
際
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
選
手
権

大
会
」が
、本
日
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
、

主
催
者
と
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
日
本
初
の
22
人
乗
り
艇
に
よ
る

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
と
し
て
１
９
８
８
年
か
ら

開
催
い
た
し
て
お
り
ま
す
。27
回
目
を
迎
え
ま

す
本
年
の
大
会
に
は
、全
国
各
地
か
ら
51
チ
ー
ム

約
１
２
０
０
人
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

す
。国
際
大
会
に
ふ
さ
わ
し
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
香

港
か
ら
も
強
豪
チ
ー
ム
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
の
大
会
は
、来
年
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ア

デ
レ
ー
ド
で
開
か
れ
ま
す「
第
12
回
Ａ
Ｄ
Ｂ
Ｆ
ア

ジ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
選
手
権
大
会
」の
代
表
を

決
め
る
最
終
選
考
会
を
兼
ね
て
お
り
ま
す
。日

本
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の
聖
地
と
も
い
え
ま
す
こ

こ
大
川
で
、最
終
選
考
会
に
ふ
さ
わ
し
い
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
は
、年
齢
、性
別
に
か
か

わ
ら
ず
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

水
上
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。よ
り
多
く
の
皆
様
に
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ト
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、今
回

は
と
く
に
小
グ
ル
ー
プ
で
も
参
加
可
能
な
漕
ぎ

手
10
人
の
ス
モ
ー
ル
選
手
権
を
新
設
い
た
し
ま
し

た
。

　

本
日
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
日
頃
の
成
果
を
十
分

発
揮
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の

魅
力
に
触
れ
て
、レ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
は
本
年
２
月
26
日
に

発
刊
か
ら
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
物
と
改

め
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。弊
紙
は
今

後
と
も
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛

顧
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、大
会
開
催
に
あ
た

り
、ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
レ
ン
ゴ
ー
株
式
会

社
様
を
は
じ
め
、ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係

各
団
体
、そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
や
天
神

祭
関
係
者
の
皆
様
方
に
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

松井　一郎

佐藤　茂雄

寺井　種伯

熊坂　隆光

小野　清子

栗原　宏武

齋藤　　勉

片山　雅文

寺井　種治

岸本　政夫

木本八三郎

久ノ坪宏司

荒井　哲治

徳永　正明

矢田　節彦

鳫金　隆志

大阪府知事

大阪商工会議所会頭、天神祭渡御行事保存協賛会会長

大阪天満宮宮司

産経新聞社代表取締役社長

一般社団法人日本ドラゴンボート協会会長

兼アジアドラゴンボート連盟副会長

天神祭実行委員長

産経新聞社専務取締役大阪代表

産経新聞社取締役サンケイスポーツ代表

大阪天満宮権宮司

大阪天満宮禰宜

一般社団法人関西河川スポーツ振興協会理事長

大阪水上安全協会会長

大阪ボート協会専務理事

大阪放送代表取締役社長

一般社団法人日本ドラゴンボート協会副会長

産経新聞社執行役員サンケイスポーツ営業局長

名 誉 顧 問

名 誉 会 長

名誉副会長

大 会 会 長

大会副会長

顧 問  

参 与

実 行 委 員長

副実行委員長

大　会　役　員
櫻井　顕一（一般社団法人日本ドラゴンボート協会理事長）
長谷川　伸（一般社団法人日本ドラゴンボート協会副理事長）
木村　一郎（大阪府ドラゴンボート協会理事長）
矢田　節彦　半田　佳彦
櫻井　顕一
菖蒲　　誠（一般社団法人日本ドラゴンボート協会副理事長）
◎村野智子　森岡昇馬　田中香織　田中智子　四川博恵
　池田和也　網谷弥生　
◎菖蒲　誠　川北尚勝　森永裕幸　相馬純人　池永亮介
　南　健
◎森岡真弓　高安正美　木田しのぶ
◎小松英章　中筋友規
◎石川平明
◎長谷川伸　松尾由佳　江畑直紀　Angerina Ong
◎原田直己　毛利芙奈美　金子道世
◎後藤幸弘　田中　譲
◎野尻恵子　岡田光徳
◎利波敏行　瀧口佐和子
◎鎌田敦士　宮村　一　高橋冬扇　田村嘉規　森本康紀
◎村岡　孝　藤原　勝　湊　裕行
◎押谷宏史　吉中　康　高橋裕嗣　荻田信行　金子英司　植村厚子　
　瀧田陽広　近藤充儀　池田和也
◎高橋征二　内田　修
　明生病院
◎原田直己
　金子俊和　金子うづき
◎合田靖海

競　技　役　員

レース スケジュール予定ごあいさつ

運 営 委 員 長
競 技 委 員 長
競技副委員長
来 賓 担 当
上 訴 審 判
審 判 長
総 務 部
検 定
審 判 艇
安 全 委 員
招 集 委 員
配 艇 委 員
用 器 具 委 員
発 艇
決 勝 審 判
ストローク計測
１００ｍ 審 判
水上バス・タイムキーパー
警 戒 艇
ウオーターマン
舵 取 委 員

アナウンサ ー
救 護
医 事
写 真
F a c e 速 報 係 ※◎印は主任

〈レース詳細〉
◆オープン：17チーム ◆男女混合：20チーム

◆女子：3チーム

51チーム

　

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
（
龍
舟
）
は
、
１
人
の
太

鼓
手
、
10
人
ま
た
は
20
人
の
漕
ぎ
手
、
１
人
の

舵
取
り
で
行
う
手
漕
ぎ
舟
競
漕
。
オ
ー
プ
ン
、

混
合
、
女
子
、
シ
ニ
ア
、
ジ
ュ
ニ
ア
、
グ
ラ
ン

ド
シ
ニ
ア
の
部
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
競
技
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

身
障
者
を
含
め
、
老
若
男
女
誰
も
が
簡
単
に

楽
し
め
る
「
ソ
フ
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
要
素
と
、

現
代
ス
ポ
ー
ツ
の
特
徴
で
あ
る
真
剣
勝
負
の
要

素
を
併
せ
持
つ
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に

欧
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で

も
普
及
。
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
と

キ
ャ
サ
リ
ン
妃
が
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
を
楽
し

む
姿
が
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
る
な
ど
現
在
、

世
界
87
カ
国
に
約
５
千
万
人
の
愛
好
者
が
い
る

と
い
わ
れ
る
。

　

そ
ん
な
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
の
ル
ー
ツ
は
紀
元

前
２
７
８
年
、
は
る
か
古
代
中
国
の
春
秋
戦
国

時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

　

往
時
、
楚
の
国
の
政
治
家
で
あ
っ
た
屈
原
が
、

政
敵
の
策
略
に
よ
り
国
を
追
わ
れ
、
湖
南
省
の

泪
羅
（
べ
き
ら
）
の
淵
に
石
を
抱
い
て
抗
議
の

入
水
を
す
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
近
く
の
漁
民
た

ち
は
そ
の
徳
を
し
の
び
、
屈
原
が
淵
に
潜
む
竜

や
魚
に
襲
わ
れ
な
い
よ
う
、
竹
筒
に
蒸
し
た
米

を
詰
め
て
水
中
に
投
げ
込
み
、
ド
ラ
や
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
し
て
探
し
回
っ
た
と
伝
え
る
。

　

こ
の
故
事
に
よ
り
、
屈
原
が
入
水
し
た
旧
暦

５
月
５
日
の
端
午
節
に
、
そ
の
霊
を
祭
る
小
舟

レ
ー
ス
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、

中
国
か
ら
ア
ジ
ア
を
経
て
、
世
界
各
地
に
広

が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
１
９
７
６
年
、
香
港
で

開
か
れ
た
「
香
港
国
際
龍
舟
祭
」
を
き
っ
か
け

に
、
こ
の
世
界
最
古
の
手
漕
ぎ
舟
競
争
は
「
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
」
と
名
称
を
統
一
。
国
際
的
な

競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
歩
み
出
す
。

　

日
本
で
は
、
一
般
社
団
法
人
「
日
本
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ト
協
会
（
Ｊ
Ｄ
Ｂ
Ａ
）
」
（
大
阪
市
浪

速
区
）
を
統
括
組
織
と
し
て
50
以
上
の
チ
ー
ム

が
加
盟
。
国
内
大
会
の
開
催
ほ
か
、
普
及
活
動

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

Masafumi Katayama
かたやま　まさふみ

産経新聞社
取締役
サンケイスポーツ代表
夕刊フジ代表
Director of Sankei-Sports News ,
Fuji Evening News

会場図

　本大会では、当日の結果、レースの状況、組み合わせ等
を twitter を活用し情報発信を行います。各情報をつぶ
やいたり、当日会場で撮影した楽しい写真を随時アップし
ます。「＠jpdba」のフォローをお願いします。
また、日本ドラゴンボート協会の Facebookでも、結果
やレースの状況、組み合わせはもちろん、参加チームの
紹介ページなどお得な情報を公開しています。「日本ドラ
ゴンボート協会」で検索してください。

レース結果や組み合わせは、
twitterや facebookで！
ことしもやります！

◇オープン選手権17チーム　◇混合選手権20チーム　◇シニア選手権4チーム　◇女子選手権3チーム　◇スモール選手権7チーム

出場チーム　一覧

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
と
は

　

開
発
途
上
国
の
子
ど
も
の
食
費
を
支
援
す
る

「
テ
ー
ブ
ル
・
フ
ォ
ー
・
ツ
ー
（
Ｔ
Ｆ
Ｔ
）
」

の
取
り
組
み
を
、
神
戸
山
手
女
子
高
校
の
生

徒
・
Ｏ
Ｇ
ら
が
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
会
場
で
実
施

し
ま
す
。
場
所
は
南
天
満
公
園
の
選
手
村
内
の

飲
食
サ
ー
ビ
ス
テ
ン
ト
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

産
の
キ
ウ
イ
を
生
徒
・
Ｏ
Ｇ
が
１
０
０
円
で
販

売
し
、
１
個
に
つ
き
給
食
１

食
分
に
当
た
る
20
円
を
団
体

を
通
じ
て
寄
付
し
ま
す
。
選

手
の
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん

買
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

販
売
個
数
は
２
０
０
０
個
。

時
間
は
９
時
30
分
〜
、
売
り

切
れ
で
終
了
。

テ
ー
ブ
ル
・
フ
ォ
ー
・
ツ
ー

◆スモール選手権：7チーム◆シニア：4チーム

種　　　目発艇時刻レース
No.

9:00
9:12
9:24
9:36
9:48
10:12
10:24
10:36
10:48
11:00
11:12
11:24
11:36
11:48
12:12
12:24
12:36
12:48
13:00
13:12
13:24
13:36
13:48
14:12
14:24
14:36
14:48
15:00
15:12
15:24
15:36
15:48
16:24
16:48

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

混合
混合
混合
混合

スモール
スモール
オープン
オープン
オープン
オープン
スモール
スモール
シニア
女子
混合
混合
混合
混合
オープン
オープン
オープン
スモール
スモール

フレンドシップ
混合
混合
オープン
オープン
混合
オープン
シニア
女子
混合
オープン

５艇
５艇
５艇
５艇
４艇
３艇
５艇
４艇
４艇
４艇
４艇
３艇
４艇
３艇
４艇
４艇
４艇
４艇
５艇
4艇
4艇
３艇
４艇
未定
５艇
５艇
５艇
５艇
５艇
５艇
４艇
３艇
５艇
５艇

予選１組
予選２組
予選３組
予選４組

予選１回戦 １組
予選１回戦 ２組
予選１組
予選２組
予選３組
予選４組

予選２回戦 １組
予選２回戦 ２組
１回戦
１回戦

敗者復活戦１組
敗者復活戦２組
敗者復活戦３組
敗者復活戦４組
敗者復活戦１組
敗者復活戦２組
敗者復活戦３組
順位決定戦5－7位

決勝

準決勝１組
準決勝２組
準決勝１組
準決勝２組
Ｂ決勝
Ｂ決勝
２回戦
２回戦
決勝
決勝

（予選：全4組）
各組1位のみ準決勝進出、以下敗者復活戦
（敗者復活戦：全3組）
各組1-2位は準決勝進出
各組3位、および同4位のタイム上位2チームの計5チームはB決勝
進出、以下NR
（準決勝：全 2組）
各組1-2位、および同3位のタイム最上位1チームは決勝進出、
以下NR

（予選：全4組）
各組1位のみ準決勝進出、以下敗者復活戦
（敗者復活戦：全4組）
各組1位、および同2位のタイム上位2チームは準決勝進出
2位の残り2チーム、および各組3位のタイム上位3チームの計5チーム
はB決勝進出、以下NR
（準決勝：全 2組）
各組1-2位、および同3位のタイム最上位1チームは決勝進出、以下NR

1回戦と2回戦のタイム合計により、
決勝戦と順位決定戦

ポイント制：1位＝10P、2位＝5P、
　　　　　　3位＝3P、4位＝1P

ポイント制： 1位＝10P、2位＝5P、
　　　　　　 3位＝1P

※女子、シニアで同ポイントの場合は、2レースの合計タイムで決定

※天候、潮流などで発艇時間が変わる場合があります。

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

オープン

種目

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

混合

関西龍舟シンバ

東京龍舟

青息吐息

ＩＮＯ－Ｇ

大阪産業大学　常翔喜龍

関西龍舟バーバリアンズ

ＣＩＣ ＲＩＳＩＮＧ ＳＴＡＲ

Ｊｕｎｇｌｅ Ｍａｎｉａ

吹田龍舟倶楽部

ＴＡＩＴＡＭ Ｘ ＤＲＡＧＯＮＳ

大潭×龍舟隊

打艇龍舟倶楽部

ｔｅａｍいっとこ

Ｔｅａｍ ＢＡＮＡＮＡ

チーム未来

東海龍舟

ＴＯＫＹＯ ＤＲＡＧＯＮ

琵琶湖ドラゴンボートクラブ

フォーティーズ

Rowing Team 浪わ

兵庫・芦屋市

東京・江戸川区

大阪市

埼玉・幸手市

大阪・大東市

兵庫・芦屋市

東京・中央区

千葉・柏市

大阪・吹田市

東京・台東区

東京・台東区

大阪市

大阪市

兵庫・芦屋市

大阪市

愛知・名古屋市

東京・江戸川区

滋賀・大津市

大阪・高槻市

兵庫・尼崎市

磯風漕友会

ｂｐ

PHILIPPINE ARMY TEAM SALUTE

ＩＨＩ相生

ＩＨＩ瑞龍丸

池の里ＬＡＫＥＲＳ！

海猿火組

関空飛龍

近畿車輛　電龍

香里丘高校５期生

すいすい丸

好きやねん大阪

パイレーツ

ｂｐジュニア

坊勢酔龍会

Ｂon Ｏyage

ヤンググリーン

兵庫・相生市

大阪・四條畷市

フィリピン

兵庫・相生市

東京・西多摩郡

滋賀・大津市

静岡市

大阪・泉佐野市

大阪・東大阪市

大阪・枚方市

京都市

大阪・豊中市

大阪市

大阪・四條畷市

兵庫・姫路市

東京・杉並区

兵庫・相生市

シニア

シニア

シニア

シニア

ＦＵＪＩＹＡＭＡ ＡＬＬ ＳＴＡＲＳ

ＡＬＬ ＢＥＥＲ’ｓ（坊勢酔龍会）

東京龍舟マスターズ

琵琶湖龍舟

東京・台東区

兵庫・姫路市

東京・江戸川区

滋賀・大津市

種目 チーム名 所在地登
録
A

A

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

チーム名 所在地登
録
A

A

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

種目 チーム名 所在地登
録
A

B

B

B

女子

女子

女子

ＳＵＰＥＲ ＤＯＬＰＨＩＮ

ＴＥＡＭ河童

桃色吐息

兵庫・相生市

大阪・高石市

大阪市

スモール

スモール

スモール

スモール

スモール

スモール

スモール

Freudenberg & Vilene Dragon Boat Racing Team

ＯＣＴドラゴンボート倶楽部

Ｇ Ｄｒａｇｏｎｓ

team 風

チーム☆ニライカナイ

琵琶にゃん☆

マーメイド

香港

大阪市

東京・港区

兵庫・宝塚市

東京・中央区

滋賀・大津市

大阪市

A

A

B

天神祭奉納　2015日本国際ドラゴンボート選手権大会 平成27年7月19日　日曜日（2）
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キ
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の
チ
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販
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神
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手
女
子
高

①男子更衣テント
②女子更衣テント
③資材テント　④受付テント
⑤飲食サービス　⑥シャワー
⑦式典スペース　⑧乗艇エリア
⑨大会・競技本部

１
２

３ ４ ５

６

７８９



天神祭奉納 2015日本国際ドラゴンボート選手権大会　出場チーム紹介

出場各チームの詳細は、日本ドラゴンボート協会HP（www.jdba-dragonboat.com）をご覧下さい。

オープン
１７チーム

混合
２0チーム

シニア
４チーム

女子
3チーム

スモール
7チーム

　　　　　　　

天神祭奉納　2015日本国際ドラゴンボート選手権大会（3）平成27年7月19日　日曜日

A登録

ｂｐ

本間　康崇
極楽寺　哲史
窪田　一麿

ビーピー

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪・四條畷市）

Ｉ Ｈ Ｉ 相生

松井　修
松井　修
高橋　秀人

アイエイチアイアイオイ

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・相生市）

池の里ＬＡＫＥＲＳ！

髙屋　和弘
髙屋　和弘
古口　謙二

イケノサトレイカーズ

代 表 者
監 督
キャプテン

（滋賀・大津市）

PHILIPPINE ARMY 
TEAM SALUTE

フィリピンアーミーチームサルート

（フィリピン）

Freudenberg & Vilene 
Dragon Boat Racing Team

フローデンバーグアンドヴィレーネドラゴンボートレーシングチーム

（香港）

Ｉ Ｈ Ｉ 瑞龍丸
アイエイチアイズイリュウマル

井本　国俊
松永　卓也
松永　卓也

代 表 者
監 督
キャプテン

（東京・西多摩郡）

関空飛龍

柿花　暢仁
柿花　暢仁
柿花　暢仁

カンクウヒリュウ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪・泉佐野市）

海猿火組

伊藤　裕樹
伊藤　裕樹
伊藤　裕樹

ウミザルヒグミ

代 表 者
監 督
キャプテン

（静岡市）

香里丘高校５期生

松本　安史
重乃　将泰
高木　志穂

コウリガオカコウコウゴキセイ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪・枚方市）

近畿車輛 電龍

尾松　直記
尾松　直記
原田　大地

キンキシャリョウデンリュウ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪・東大阪市）

好きやねん大阪

左近充　次成
左近充　次成
柳迫　寿男

スキヤネンオオサカ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪・豊中市）

ＯＣＴドラゴンボート倶楽部

高山　厚
中島　崚真
辻　大樹

オーシーティードラゴンボートクラブ

代 表 者
監 督
キャプテン

DAVID WAN 代 表 者

（大阪市）

ヤンググリーン

山崎　喜史
山崎　喜史
山崎　喜史

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・相生市）

パイレーツ

宮村 一
高安 正美
近藤　隆朗

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪市）
マーメイド

菊田　千恵子
山内　時代
山内　時代

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪市）

ｂｐジュニア

本間　康崇
極楽寺　哲史
高橋　侑愛

ビーピージュニア

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪・四條畷市）

すいすい丸

岩城　耕一
今川　昇
清田　和宏

スイスイマル

代 表 者
監 督
キャプテン

（京都市）

A登録

関西龍舟シンバ

柳田　匡俊
下野　展男
水川　洸一

カンサイリュウシュウシンバ

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・芦屋市）

A登録

東京龍舟

江畑　直紀
江畑　直紀
福島　貢太

トウキョウリュウシュウ

代 表 者
監 督
キャプテン

（東京・江戸川区）

青息吐息

内田　優子
生野　研一
内田　優子

アオイキトイキ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪市）

東海龍舟

有坂　正和
川端　祥弘
柴田　光輝

トウカイリュウシュウ

代 表 者
監 督
キャプテン

（愛知・名古屋市）

大阪産業大学 常翔喜龍

恩田　星満
田中　譲
恩田　星満

オオサカサンギョウダイガクジョウショウキリュウ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪・大東市）

ＩＮＯ－Ｇ

村田　幸範
中島　千裕
大川　晃雄

イノジー

代 表 者
監 督
キャプテン

（埼玉・幸手市）

ＣＩＣ ＲＩＳＩＮＧ ＳＴＡＲ

林　武彦

シーアイシーライジング スター

代 表 者

（東京・中央区）

Ｊｕｎｇｌｅ Ｍａｎｉａ

沢登　功一
齋藤　統
沢登　功一

ジャングルマニア

代 表 者
監 督
キャプテン

（千葉・柏市）

吹田龍舟倶楽部

松村　論
松村　論
赤木　正幸

スイタリュウシュウクラブ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪・吹田市）

打艇龍舟倶楽部

高橋　裕嗣
本多　法雄
川路　康平

ダチョウリュウシュウクラブ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪市）

琵琶湖龍舟

岡田　妥知
菱田　善明
中澤　千春

ビワコリュウシュウ

代 表 者
監 督
キャプテン

（滋賀・大津市）
大潭×龍舟隊

丸山　春海
渡邊　邦仁
片山　尚

タイタムエックスリュウシュウタイ

代 表 者
監 督
キャプテン

（東京・台東区）

ＴＡＩＴＡＭ Ｘ ＤＲＡＧＯＮＳ

丸山　春海
渡邊　邦仁
片山　尚

タイタムエックスドラゴンズ

代 表 者
監 督
キャプテン

（東京・台東区）

Ｔｅａｍ ＢＡＮＡＮＡ

三輪　史生
三輪　史生
山岡　康博

チームバナナ

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・芦屋市）

ｔｅａｍいっとこ

中筋　友規
藤原　慎也
竹尾　美紀

チームイットコ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪市）

フォーティーズ

岡田　惠子
歯朶原　一久
福山　聡久

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪・高槻市）

チーム☆ニライカナイ

御正　和伸
御正　和伸

代 表 者
監 督

（東京・中央区）

チーム未来

菖蒲　誠
瀧田　陽広
田中　勇人

チームミライ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪市）

ＴＯＫＹＯ ＤＲＡＧＯＮ

江畑　直紀
江畑　直紀
山本　浩昭

トウキョウドラゴン

代 表 者
監 督
キャプテン

（東京・江戸川区）

琵琶湖ドラゴンボートクラブ

岡田　妥知
菱田　善明
中澤　千春

ビワコドラゴンボートクラブ

代 表 者
監 督
キャプテン

（滋賀・大津市）

Rowing Team 浪わ

増岡　昭男
藤本　慎二
福田　峻

ロウイングチームナニワ

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・尼崎市）

A登録

ＴＥＡＭ河童

武藤　勝行
井上　桃
椿　千穂

チームカッパ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪・高石市）

A登録

ＳＵＰＥＲ ＤＯＬＰＨＩＮ

半田　佳彦
河田　英幸
津川　紗貴子

スーパードルフィン

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・相生市）

東京龍舟マスターズ

江畑　直紀
江畑　直紀
近藤　繁

トウキョウリュウシュウマスターズ

代 表 者
監 督
キャプテン

（東京・江戸川区）

桃色吐息

内田　優子
生野　研一
内田　優子

モモイロトイキ

代 表 者
監 督
キャプテン

（大阪市）

A登録

ＦＵＪＩＹＡＭＡ ＡＬＬ ＳＴＡＲＳ

丸山　春海
西方　達哉

フジヤマオールスターズ

代 表 者
監 督

（東京・台東区）

ＡＬＬ ＢＥＥＲ’ｓ
（坊勢酔龍会）

森　一成
池田　良四郎
小林　由秀

オールビアーズボウゼスイリュウカイ

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・姫路市）

坊勢酔龍会

岩本　峻
岩本　峻
三和　立弥

ボウゼスイリュウカイ

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・姫路市）

西方　達哉
西方　達哉
白柳　晴康

代 表 者
監 督
キャプテン

Ｂon Ｏyage
ボンオヤージ

（東京・杉並区）

A登録

磯風漕友会

半田　佳彦
河田　英幸
山本　聡

イソカゼソウユウカイ

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・相生市）

琵琶にゃん☆

岡田　妥知
菱田　善明
中澤　千春

ビワニャン

代 表 者
監 督
キャプテン

（滋賀・大津市）

team 風

田中　智子
岸田　文夫
増本　恵史

チームカゼ

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・宝塚市）

Ｇ Ｄｒａｇｏｎｓ

倉智　ジョセフ
倉智　ジョセフ
倉智　ジョセフ

ジードラゴンズ

代 表 者
監 督
キャプテン

（東京・港区）

関西龍舟バーバリアンズ

柳田　匡俊
下野　展男
水川　洸一

カンサイリュウシュウバーバリアンズ

代 表 者
監 督
キャプテン

（兵庫・芦屋市）

LEODEVIC B GUINID
代 表 者



大会の結果は明日20日発行のサンケイスポーツ、または日本ドラゴンボート協会HP（www.jdba-dragonboat.com）をご覧下さい。

会場内は指定場所以外

天神祭奉納 2015日本国際ドラゴンボート選手権大会　競技規則

大川航行規則

チームで出したゴミは
持ちかえりましょう！

クリーン・リバー
キャンペーン実施中

大会会場への小型無人飛行機
（ドローン等）の持ち込みと

飛行を禁止します

安全対策・競技規則

①大会規則は一般社団法人日本ドラゴンボート協会２０１５年度競技規則・規
定による。
②競技参加条件は、２０１５年１月１日現在満１５歳以上（シニアの漕手は同
４０歳以上）でなければならない。
③競技は、雨天決行が原則であるが、競技委員長は、選手の安全等を考
慮し、レース種目・時間の変更、人員の減員、中断・中止等を決めること
が出来る。この決定は最終のものである。
④競技種目は、オープン、女子、混合、シニア、スモールの５種目とする。漕手は、
「女子」は鼓手、舵取り以外は全員女子、「混合」は男女いずれも８名以
上の乗艇を必要とし、「オープン」は男女の数に一切の条件を付けない。
　ＪＤＢＡ２０１５年度競技規則第３条５項－３に重複乗艇を禁止しているが、シニ
ア、女子、スモール種目については「育成種目」とし、自己の責任において
他のカテゴリーとの重複乗艇を可とするが、レーススケジュールには配慮しない。

⑤競技人数は、スモールを除き１クルー２２名（太鼓手、舵取り各１名、漕手
２０名）とするが、欠員のある場合は太鼓手、舵取りを含め、１８人以上で
なければならない。スモールは１クルー１２名（太鼓手、舵取り各１名、漕
手１０名）とし、漕ぎ手は８人以上でなければならない。
⑥レースに必要な、艇、パドル（マイパドル使用可）、太鼓、舵は主催者が
用意したものを使用するが、競技に支障あるか否かを出艇前に点検するこ
とは、選手の義務である。出艇までに、競技委員会が重大な支障があると
認めた場合、用具変更を認める場合がある。マイバチ・マイパドルの検定は、
大会当日に予選終了時まで行う。
　海外選手は、ＩＤＢＦの刻印のあるパドルのみ使用を認める。
⑦クルーは招集場にて資格審査を受け、配艇係が割り当てた艇に乗船しなけ
ればならない。
⑧競技レーンは互いに平行し、各クルーは決められたレーンの中央を進行し
なければならない。違反の場合タイムペナルティを取る場合がある。レーン
を外れ、他船の航行を妨害したクルーは「失格」となる場合がある。他のクルー
の水路妨害や衝突等を避けるため、レーンを外れた艇の責任は問わない。
⑨100 ㍍地点までの「衝突」「転覆」「水路妨害」などの「事故」については、
再レースを行う場合もあるが、それ以降の「水路妨害」「衝突」「転覆」「コー
スアウト」等による再レースは競技運営時間上極力おこなわない。100 ㍍を
超えて衝突があった場合は、その原因を起こしたクルーは「失格」となる
場合がある。
⑩乗艇は、出場登録した選手のみが乗艇できる。違反した場合は失格とする。
選手の交代員は大会開催週の１３日、月曜日までに提出すること。

安全対策について
　協会、主催者とも、安全の確保については、真剣に対応策を考えております。
選手の皆さんも、自分のこととして考えてください。
◇クルー
①安全主任（指揮者）
　乗艇中の事故に備え、太鼓手と舵取りの２名を安全主任（指揮者）と決める。
また、メンバーはその指示に従って行動すること。自己管理を徹底すること
により事故を防止できるので、競技出場予定者は、体調管理、心の準備
をしておくこと。特に、給水、トレーニング、ウォームアップ、睡眠、飲酒、喫煙、
ルール等を熟知し遵守すること。また、競技開始以前から終了までの間、
選手は飲酒厳禁とし、クルーメンバーの中で１人でも飲酒が発見された場
合はチームを失格処分とする。会場内は所定の場所以外、全面禁煙とする。
②バディシステム
　万一の事故に備え、クルーは乗艇前、漕席を決め、隣席同士でバディを
組み、前後の選手も確認しておき、互いの無事存在を素早く確認できるよ
うにすること。
③転覆時の対応
　本大会で使用する艇は、安全性は高いが、万一転覆等で全員が落水し
たときは、チーム安全主任は全員の指揮を執ること。艇自体に浮力がある
ので、艇につかまり（全員艇から離れてはならない）、全員の安全を確認し、
救助を待つこと。障がい者が乗艇しているチームは、安全ベルトの脱着
をクルーが手伝わなければならない。
④フローティングベスト（ＦＶ）の着用義務について
　ＪＤＢＡが主催、主管、後援する「ドラゴンボート競技大会」に於いては全
ての参加選手は、フローティングベストを着用しなければ乗艇を認めない。
使用基準として、浮力は、７ｋｇ以上のフローティングベストしか使用しては
ならない。格納型（自動膨張式・手動膨張式）の使用は認める。ウエス
トベルト式のフローティングベストの使用は一切認めない。着用義務違反チー
ムは失格となる。
＜服装規定＞
　競技に着用する衣類については、安全対策上「肘（ひじ）」・「膝（ひざ）」
が完全に露出する衣類の着用を推奨する。
　刺青、タトウーは露出しないように、長袖等で覆うこと。

⑤マイパドル・バチの使用
　【ＪＤＢＡ】公認検定に合格したマイパドル・マイバチの使用を認める。マイ
パドル・バチの公認検定申請は、大会当日午前７時３０分から予選終了時
までに検定場所（南天満公園内受付テント）で受検すること。それ以外で
は行わないので注意のこと。
⑥クルーからの合図
　レース中事故が発生し、レースを続行できない場合は、漕手の多数がパド
ルを頭上に揚げ、審判に合図する。チーム安全主任の指示で必要な処置
を行う。状況により、停艇もしくは大会役員の指示により乗艇場等へ回航す
る。この処置を怠ったり、審判の停艇合図を無視し、レースを続行したりし
てはならない。失格の対象とする。
⑦審判艇からの合図
　審判艇からの停艇合図等はホイッスル、エアーホーンで行うので出場クルー
はこれら器具の使用を禁止する。
⑧レース続行
　落水者発生の場合、クルーのみの力で自艇に戻り負傷の有無を確認し、
審判の指示があればレースを続行してもよい。
⑨救急処置
　大会会場内で、選手が救急を必要とする事態発生の場合、競技本部に
届け、本部は必要な処置（救急車の手配等）を行う。クルーメンバーは
必要により、事故者の親しい友人、家族の中から、付き添い者、当面の
資金等手配すること。
⑩損害賠償の請求
　故意に艇を転覆させたり、貸与パドルや艇を破損させたりした場合、その
チームはその場で退場処分とし以後の出場を認めない。またこの行為によ
る損害について、主催者はチームに損害賠償を求める。退場等の処分は
チーム及び個人にも及ぶものである。
⑪失格・退場
　レース中、いかなる理由でも選手間の暴力行為、役員への暴言、公序良
俗に反する行為を禁止する。本協会と競技会の品格を汚す言動や不正な
行為があった場合、当該チームにペナルティカード（イエロー・レッドカード）
を発行し、失格・退場また除名処分とする場合がある。その処分は、個
人のみならずチームにも及ぶ場合もある。　
⑫抗　議
　判定に異議ある時は、各クルーのキャプテンまたは監督のみが抗議できる。
成績発表後１５分以内に競技委員会委員長宛ての文書（書式自由）と供
託金３万円を添えて、競技本部に申し立てること。抗議を受けた場合は、
審判長を中心にレース結果を精査し、できるだけ早く回答する。抗議が認
められれば、そのレースの順位変更、再レース等を各チームに命じることが
ある。また、供託金は払い戻す。抗議が認められないときの供託金の返金
は行わない。この供託金の処置は、主催者で別に決める。
⑬提　訴
　競技委員会の判定に対する抗議は、監督がレース結果の決定通知を受け
て２０分以内に「上訴審判」に行うものである。その必要事項は、前項に準じ、
さらに供託金３万円を必要とする。「上訴審判」の決定は一審最終である。
　以上の判定があった際、この結果を不服として、次レースの棄権や表彰式
のボイコットをしたときは、全成績を最下位、失格処分（チーム名抹消）とし、
当該チームの次年度以降の出場を認めない。この処分は、個人のみなら
ずチームにも及ぶものとする。
⑭ドーピング検査
　競技中、競技外を問わずドーピング検査を行う。これに協力しない個人、チー
ムは失格となり、処罰の対象となる。
　また、違反があった場合や結果に陽性反応が出た選手は、ＪＡＤＡ（日本ア
ンチドーピング機構）より厳罰に処せられる。薬、毛髪剤、漢方薬、強壮
剤等の服用には充分注意すること（詳しくはＪＡＤＡのホームページを参照）。
陽性反応が出た個人に対しては、日本ドラゴンボート協会及び日本アンチドー
ピング機構（ＪＡＤＡ）より厳しい処分が下される。
⑮第１２回ＡＤＢＦアジアドラゴンボート選手権代表選考について
　大会終了後、理事会で代表を選考し、発表する。
⑯免　責
　主催、後援、主管、特別協賛、協賛、協力の各団体は、参加者に対し、
応急処置以外の責任は負いません。健康と怪我等の防止に留意し、各自
の責任でご参加ください。また、安全上ペースメーカー装着者は参加できま
せん。また、①心臓に問題がある②運動中に胸の痛みを感じる③めまいのた
めふらついたり気を失った④血圧、心臓の薬を飲んでいる⑤骨や関節に問
題がある方は必ず事前に医師の診断を受けてその指示に従ってください。
　また、会場内での破損、紛失、盗難などに対しても一切責任は負いかねま
すので、貴重品は身につけるなど手荷物の管理には、充分の配慮をお願
いいたします。
※本イベントで撮影した写真などを、主催者以下関係各団体がそれぞれ発行す
る新聞、広報誌、インターネットの記事や広告、または放送に使用する場合が

ございますので、各チーム、各選手はあらかじめご了承の上、出場してください。
◇審判組織と役割
　競技中の審判組織と役割は次のようになっています。
●発艇員
　スタートの発艇員であり、審判です。フライングの監視はこの部署の専管事項
です。最初にフライングがあった場合は「肉声」で停船を指示し、再レースを
行います。２回目はレースを続行させ、フライング艇は当該レース最後着とします。

※スタート時にパドルを水中に浸けても違反とはなりませんが、「Attention」
以降にパドリングするとフライングの対象となります。
※スタートの手順：チーム紹介→ドラ→（全艇を並べる）→「アーユーレディ
―」→「アテンション・ゴー」
●１００㍍審判員
　スタート後、１００㍍以内で「衝突」「転覆」が発生した時は、発艇員、
水路審判は赤旗を揚げ、左右に大きく振り合図します。太鼓手や舵取りは、
この地点での確認をしてください。無事全艇通過後は白旗をあげます。
●水路審判員
　水上のボート上で、スタート時はレーンの後方に待機します。競技中に規則
が遵守されているかを監視します。１００㍍地点までは１００㍍審判と協力し、
「衝突」「転覆」があった場合は「赤旗」をあげ、全艇停船させ再レース
の通告などを指示します。
　１００㍍地点からゴール地点まで規則違反があれば審判長に「赤旗」を振っ
て合図し、レース終了後、審判長に状況を報告する。尚、競技中のレー
ス艇に不測の事態が発生した時は、安全委員と協力し事故発生クルーに
対して安全上の指示を行います。
※シープドッグ艇がない場合は、その役割も担います。
●決勝審判員
　順位の判定をする。計時員の計測した記録、順位を確認し、審判長に回送する。
●写真判定（ハイスピード・カメラ）
　決勝線延長上に高性能のハイスピードカメラを設置して全艇のゴールを撮影
し、着順判定を補助します。
●上訴審判
　判定や競技運営上、規則で判定できない高度な判定を行います。失格、
除籍等の最終判定機関です。
●羊犬艇（シープドッグ艇＝モーターボート）
　水路外ゴール地点付近でレース運営の円滑をはかるため、レース終了後の
各艇を、速やかに安全に、乗艇場へ導くのが主任務ですが、前方から水
路審判を行い、事故発生時の救助の役割もします。
◇その他の役員
●招集員
　レースに備え、各チームの選手は集合場所（八軒家浜）に、各レース３０分前に
集合。招集員は資格審査（選手登録簿等の照会）を行い、招集場所に待機さ
せます。なお、選手登録簿に記載されていない選手の乗艇は一切認めません。
　安全委員と協力して服装などの点検等を行います。（上半身裸では乗艇さ
せない。タトゥーは長袖を着用し見えないようにすることなど。呼び込み、人
員数確認などは主目的ではありません）。会場でのチームの呼び出しはなし。
時間内に集合していない場合は失格となります。
　本年の日本選手権では、第 1レース出場のチームは８時１０分まで、第 2レー
ス出場のチームは８時２０分までに招集を完了してください。
●安全委員
　競技規則に定める安全対策に従って、競技参加者の競技衣類等、競技
者の安全に関する検査を行い違反チームと個人に指示及び指導します。
●検定委員
　競技参加の全艇の規格を検査・測定し、安全装備の確認とパドル検定、
バチ検定を行い違反の有無を確認します。マイパドル等の申請は予選終了
まで受け付けます。
●配艇員
　艇の乗艇場付近で、艇番等を組合せ表に照合し、パドルや艇を配備します。
クルーは割り当てられた用具を規定時間内に点検調整してください。原則と
して、その変更は重大な障害等が有ると競技役員が判断した場合以外一
切要求できません。出艇後は変更の申し入れは不可。
※「レース成立」とは
　全艇が違反なくゴールし、かつ龍尾も決勝線を越え、そのまま安全に乗艇場へ
接岸できると審判長が認め、宣言した時をもって、レース成立とする。よって、ゴー
ル後急激な方向転換等で他の艇に危害を及ぼすなどの行為も「漕路妨害」とし
て失格の対象となる場合があります。成立の合図は決勝審判で白旗を揚げます。
　本コースの特性からゴール後は必ず停船し、艇の安全を確認した後、反時計
廻りで乗艇場へ戻ってください。レース途中で違反と判定されたチームでも完
漕しないと失格（次レース進出を許さない）となります。レース成立時には、白
旗を競技本部にも揚げます。その後の抗議等による審議中は赤旗を揚げます。
◇発艇の要領
①各艇はスタート地点では、所定の方法で艇を止め、スタートに備えてください。

本コースでは、スタート地点の天満橋よりロープを垂らし、その先端を舵取
りが保持し、スタートに備えます。
　潮流等でスタート準備ができないチームには、もう１本ロープを投げ、クルー
が保持すること。
②発艇員が、チーム紹介と確認のためチーム名とレーン番のコールを行う。
③ドラを鳴らしたら、全艇スタート位置へ移動します。
④太鼓手はスタート準備が完了したら、バチを太鼓上に置き静止させます。
漕手は、パドルを水中に浸けてもかまいませんが、「Attention」のコール
以降にパドルを動かすとフライングとなります。スタート直前に不都合が生じ
たら、舵取りが手を挙げる大きく手を振り、太鼓手も２本（１本でも可）の
バチを高く上げて手を振って、発艇員に合図してください。（※今年からス
タート１分前のコールはありません）
⑤スタート合図は、発艇員の「Are you ready？」「Attention Go！」の掛
け声で、大旗の振り下ろしを同時に行います。「Attention」と「Go」の
間隔は状況に応じて連続する場合や５秒ほど空く場合があります。
⑥１回目のフライング発生時は、再スタートします。各艇は速やかに艇を止め、
再スタートに備えてください。２度目のスタートでもフライングが生じた場合は、
レースはそのまま続行させ、フライングを犯したチームは、自動的にそのレー
スの「最下位」とします。フライングしたクルーが完漕しない場合は、「失格」
となります（次レース進出を認めない）。
◇「天満橋会場」での競技場の特性による注意
　天満橋会場は、川幅が狭く、流れもあり、スタート地点が橋桁のそばにあり
ます。また、レース中も観覧船等が航行します。安全面を最大限考慮して、
乗艇場（八軒家浜船着場及び仮設台船）からスタート地点へ向かうのは
前のレースの全艇がゴールしてからとします。乗艇後はしばらく乗艇桟橋で
待機し、係の指示に従って動いてください。なお、本会場ではドラゴンボー
トは右側航行。天満橋をくぐり、旧水上バス桟橋付近まで直進してからUター
ンし、各レーンに向かいスタート準備を整えてください。左岸側から１レーン、
２レーン、３レーン、４レーン、５レーンの順で最大５艇レースとなります。本コー
スの距離は２５０㍍です。
　ゴール後は、必ず艇を止めて右側航行で戻ってください。コースの特性か
ら特に１レーン、２レーンの艇は他船の安全を確認してから少し右側に舵を
切ってから右側航行でスタート地点に大回りで戻ること。
　レース中に、水上バス等の動力船と衝突する危険がある場合は、ドラゴン
ボートが舵を切り、回避行動を取って下さい。
　着岸は、配艇員の指示に従ってください。
　シニア、女子の決勝（２回戦）出場チームは、レースの延滞が予想される
ため、速やかにスタート地点に戻ってください。各優勝チームは、オープン
決勝終了後、八軒家浜桟橋で行う表彰式に参加してください。
　混合決勝の１－３位チームには約３分間の「ウイニングラン」を認めます。
他艇は速やかに乗艇場へ戻ってください。なお同種目１－３位チームは、オー
プン決勝終了後、八軒家浜桟橋で行う表彰式に参加してください。
　オープン決勝の１－３位チームはゴール後、約３分間の「ウイニングラン」を
認めます。４、５位チームは停船後、舵を右に切り、乗艇場に戻ってください。
オープンの１－３位チームは、「ウイニングラン」終了後は八軒家浜桟橋に接
岸し、表彰式に参加して下さい。

①レースはＩＤＢＦ公認ｃｈａｍｐｉｏｎ艇を１０艇使用。艇及びパドルは主催者の用意
したものか、日本ドラゴンボート協会（ＪＤＢＡ）検定済パドルを必ず使用すること。
②定員は、漕ぎ手２０人（スモールは１０）、太鼓手１人、舵取り１人、補欠３
－８人（同３）の最大３０人（同１５人）で編成。太鼓手、舵取りを含めて
最少１８人（同１０人）以上で編成すること。オープン選手権に出場する選
手の性別は不問。女子選手権に出場するＡ団体登録チームの選手は、太
鼓手、舵取りを除き、全員女子でなければならない。混合の漕ぎ手は、男
女いずれも８人以上が必要。シニアはクルー全員が満４０歳以上。
　オープン、混合は決勝戦では舵取りの派遣はできないが、シニア、女子、
スモールは、日本ドラゴンボート協会の育成種目のため予戦、決勝を問わず、
舵取りの派遣を認める。
③レースは距離２５０㍍。オープン、混合は予選、敗者復活戦、準決勝戦、Ｂ決勝戦、
決勝戦の順に進行する。女子、シニアは２回戦制とし、得点合計で順位を決
定する。また、スモールは２回戦の合計タイムで決勝レース進出チームを決定する。
④参加資格は、満１５歳以上（２０１５年１月１日現在）の健康な男女で競技
ウエアを着用して泳１００㍍以上の者とする。
⑤各種目で成績優秀なチームを２０１６年にオーストラリアで開催予定の第１２
回ＡＤＢＦアジアドラゴンボート選手権の日本代表候補に選出する。選考基
準は、本年度の東京大会または堺泉北港大会に出場したＡ団体登録チー
ムで、大会終了後に発表する。
⑥競技中、競技外を問わず随時ドーピング検査を行う。これに協力しない選
手はＪＤＢＡ（日本ドラゴンボート協会）反ドーピング規定及びＪＡＤＡ（日本ア
ンチドーピング機構）の規定により厳しく処分されます。
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清掃ボランティア募集！
皆さんの手で、会場周辺をきれいにしませんか！

当日参加
OK

【実施日】7月20日（月・祝）午前9時から約2時間
【ところ】南天満公園集合　※本日受付テントがある場所にお集まり下さい。
【概　要】南天満公園並びに八軒家浜会場の清掃を行います。
　　　　軍手、タオルなどは主催者で用意します。
　　　　当日参加も歓迎です。

　前日練習会水域及び大会開催水域は水上バス、砂利運搬船ほか多くの動
力船が行きかう水域です。また、海上と違い河川は水路幅が狭く、海上の
法規を適用しがたい事情もあり、大阪府・大阪市により航行ルールが定め
られています。
　大会役員並びに参加各クルーは以下のルールを理解し順守してください。
また、動力船のルールも理解して事故の無い様に各艇の責任において安全
を確保してください。
◆右側通航
　適正な通航に支障がなく、実行に適する限り、できる限り右側に沿って通航
するものとします。
◆動力船の通航方法
○追越し
　追越しを行う場合は、危険がないと判断される場所において、追い越され
る船舶等の通航に支障を与えないよう十分な距離をもって追い越すものとし

ます。
○横切り
　河道を横切る場合は、河道に沿って通航している動力船の進路を避けるも
のとします。互いに進路を横切る場合に衝突するおそれがあるときは、他の
動力船を右舷側に見る動力船が、進路を避けるものとし、やむを得ない場
合を除き、船首方向を横切らないものとします。
○行き会い
　行き会う場合において、衝突するおそれがあるときは、互いに進路を右に
転じるものとします。
○支派川を通航している動力船は、本川を河道に沿って通航している他の動
力船の進路を避けるものとします。
　※会場周辺の本川と支派川の仕分け
　本川：旧淀川（大川）̶ ̶支派川：寝屋川
　本川：旧淀川（大川、堂島川）̶ ̶支派川：土佐堀川

○河川を上流に向けて通航するものが航路を譲るものとします。
○通航又は船着場の接岸に当たっては、接触又は航走波により、他の船舶
等の通航に著しい支障などを与えないようにするものとします。
◆非動力船の通航方法
　非動力船（手こぎボートなど）は動力船と行き会う場合は、徐行又は減速し、
動力船に航路を譲るものとします。
◆存在認識の方法
○他の船舶等の意図もしくは動作を理解することができないとき、他の船舶等
が衝突をさけるために十分な動作をしていることについて疑いがあるときに
は、当該他の船舶等に対して直ちに動力船は急速に短音（約１秒間継続
する吹鳴）５回以上の汽笛信号その他の合図を行うこと。非動力船は汽
笛信号に類する合図によりこれを行うこと。
○障害物があるため他の船舶等を見ることができない河道の湾曲部その他見
通しの困難な区域に接近する場合には、動力船は、長音（４秒以上６秒

以下の時間継続する吹鳴）１回の汽笛信号その他の合図を行うこと。
　当該動力船に接近する他の船舶等はその汽笛信号を聞いたときには、長
音１回の汽笛信号その他の合図を行うことによりこれに応答すること。
　非動力船は、行き会う可能性のある動力船の航路に十分配慮して航行し、
当該動力船が前段前項の場合に該当する場合には、速やかに汽笛信号
に類する合図によりこれを行うこと。
※天満橋上流側で待機する出漕クルー、審判艇、警戒艇は、常に周囲の
他船舶を確認して安全を確保して下さい。
※出漕クルーは、レース終了後、速やかに乗艇船台に戻って下さい。接
岸については配艇員の指示に従って接岸して下さい。
○夜間に通航する場合、動力船はその存在が認識できる灯火を、非動力船
は他の船舶等との衝突を防ぐため携帯灯を十分な時間表示することとしま
す。

競技実施要項
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